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特 集 ／ 大 部 勝 規 高 萩 市 長 2 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

　
◆ １ 期 目 を 振 り 返 っ て

　
市 長 就 任 以 来 「 市 民 主 役

の ま ち づ く り 」 を 基 本 理 念と し て 、 い ろ い ろ な 事 業 に取 り 組 ん で き た 。　
本 市 が 抱 え る 課 題 の 中 で

も 、 特 に 長 年 の 懸 案 事 項 であ っ た 一 般 廃 棄 物 処 理 施 設は 、 北 茨 城 市 と 共 同 で 整 備す る と い う こ と で 、 循 環 型社 会 形 成 推 進 交 付 金 と 震 災復 興 特 別 交 付 税 を 合 わ せ て約 １ ０ ０ 億 円 の 補 助 金 活 用を 可 能 に し て き た 。 令 和 ５年 ３ 月 の 竣 工 を 目 途 に 本 体工 事 を 進 め て い る 。　
地 域 公 共 交 通 施 策 に つ い

て は 、 Ａ Ｉ を 活 用 し た デ マン ド 型 乗 合 バ ス 「 Ｍ ｙ Ｒ ｉｄ ｅ の る る 」 の 実 証 運 行 を昨 年 ７ 月 か ら 開 始 し て おり 、 段 階 的 に バ ス の 運 行 台数 や バ ス 停 、 運 行 範 囲 な どを 拡 大 し て い る 。　
本 年

1 0月 か ら の 本 格 運 行

に 向 け て 、 運 行 実 績 の 検 証や 利 用 者 ア ン ケ ー ト 結 果 の精 査 を 進 め 、 さ ら に 利 便 性の 高 い シ ス テ ム 構 築 に 取 り組 む と と も に 、 令 和 ４ 年 度か ら ５ カ 年 計 画 で 推 進 す る

尽 く し て い き た い 。　　
◆ ２ 期 目 の 抱 負

　
市 民 の 誰 も が 笑 顔 で 暮 ら

す こ と の で き る ま ち を 目 指す と と も に 、 持 続 可 能 な 地域 づ く り を 推 進 す る た め 、緊 縮 と 投 資 の バ ラ ン ス を持 っ た 市 長 で あ り た い 。　
行 財 政 運 営 に つ い て は 、

既 存 イ ン フ ラ ス ト ッ ク の 計画 的 な 修 繕 や 更 新 な ど 、 公共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト に 関 する 取 り 組 み を 進 め る ほ か 、組 織 や 行 政 手 続 き を 柔 軟 に見 直 し 、 効 率 的 で 効 果 的 な行 政 サ ー ビ ス を 展 開 す る 。　
ま た 、 交 流 人 口 の 拡 大 を

図 る た め 、 花 貫 渓 谷 の 利 活用 ・ 整 備 、 は ぎ ビ レ ッ ジ エリ ア の 拡 大 、 森 林 公 園 の 再整 備 、 観 光 周 遊 ル ー ト の 整備 を 計 画 し て い る 。　
観 光 周 遊 ル ー ト の 整 備 に

関 し て は 、 市 道 １ ０ ４ 号 線道 路 改 良 事 業 と し て 、 高 萩

「 高 萩 市 地 域 公 共 交 通 計 画 」に 基 づ い て 地 域 全 体 の 公 共交 通 の 充 実 に 努 め て い く 。　
そ の ほ か 、 重 点 事 業 と し

て 赤 浜 地 区 工 業 団 地 へ の企 業 （ ㈱ 永 谷 園 ） 誘 致 、 旧君 田 小 中 学 校 へ の 教 育 施設 （ ド ロ ー ン 操 縦 士 養 成 スク ー ル ） 誘 致 、 公 立 認 定 こど も 園 の 設 立 、 子 育 て 世 代や 高 齢 者 へ の 支 援 、 農 業 振興 、 福 祉 事 業 の 拡 大 な ど 、皆 さ ま 方 ご 協 力 の も と ４ 年間 で 大 き く 前 進 し て き た 。　
ま た 、 長 期 に わ た る コ ロ

ナ 禍 は 、 私 た ち に 大 き な 影響 を 及 ぼ し て い る 。 本 市 は新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症対 策 を 最 優 先 に 位 置 づ けて 、 関 係 機 関 と 連 携 し て 市民 の 生 活 支 援 や ワ ク チ ン 接種 な ど の 事 業 を 総 力 挙 げ て進 め て い る 。　
変 動 す る 社 会 情 勢 の 中

で 、 こ れ か ら も 市 民 の 豊 かな 生 活 実 現 の た め に 全 力 を

ス カ ウ ト フ ィ ー ル ド を 起 点に 約 １ ０ ０ ｍ 区 間 の 工 事 を進 め る 。 さ ら に 、 国 道 ４ ６１ 号 と 県 道 北 茨 城 大 子 線 を経 由 し て 観 光 周 遊 道 路 の 役割 を 果 た す 市 道 １ １ ２ 号 線お よ び 市 道 ２ １ ３ 号 線 の 道路 舗 装 工 事 に 着 手 す る 。 引き 続 き 令 和 ６ 年 度 ま で 計 画的 に 進 め て い き た い 。　　
◆ 幼 稚 園 ・ 小 中 学 校 の 適

正 配 置 に つ い て　
認 定 こ ど も 園 （ た か は ぎ

認 定 こ ど も 園 ） の 設 置 は 統合 の 一 つ の 入 口 で 、 現 在 は松 岡 地 区 と 秋 山 地 区 に も 分散 し て い る 幼 稚 園 を 、 最 終的 に は 集 約 し て い く 。　
人 口 減 少 や 少 子 化 に よ る

学 校 の 小 規 模 化 が 進 む 中で 、 児 童 生 徒 に よ り 良 い 学習 環 境 を 提 供 す る た め 、 学校 適 正 配 置 計 画 の 策 定 を 進め た い 。　
策 定 に 当 た っ て は 、 高 萩

市 立 小 中 学 校 適 正 規 模 ・ 適正 配 置 検 討 委 員 会 を 設 置し 、 保 護 者 や 地 域 住 民 、 有識 者 な ど か ら 広 く 意 見 を いた だ く と と も に 、 今 後 の 学校 教 育 の 在 り 方 に つ い て 検討 を 重 ね る 。

　
令 和 ４ 年 度 は 基 本 方 針 を

定 め 、 ア ン ケ ー ト 調 査 な ども 行 う 。 令 和 ５ 年 度 に は 計画 を 策 定 し 、 学 校 配 置 の 具体 化 に 向 け た 事 業 推 進 を図 っ て い く 。　　
◆ 道 路 イ ン フ ラ の 整 備 に

つ い て　
観 光 周 遊 ル ー ト 整 備 の ほ

か 、 林 道 小 山 線 改 良 事 業 、街 路 整 備 事 業 （ 都 市 計 画 道路 ３ ・ ４ ・ １ 号 安 良 川 下 手綱 線 整 備 事 業 ） を 重 点 的 に進 め る 。　
都 市 計 画 道 路 ３ ・ ４ ・ １

号 安 良 川 下 手 綱 線 は 、 引 き続 き 地 権 者 と の 用 地 交 渉 を実 施 し 、 早 期 完 成 に 向 け て事 業 推 進 に 努 め て い く 。　
ま た 、 県 が 整 備 を 進 め て

い る 都 市 計 画 道 路 ３ ・ ５ ・９ 号 安 良 川 赤 浜 線 か ら 日 立市 に 向 け た 将 来 的 な 幹 線ル ー ト に つ い て は 、 県 お よび 日 立 市 と 協 議 を 始 め る 。　
そ の ほ か 道 路 関 係 で は 、

緊 急 輸 送 道 路 や 通 学 路 な どに 指 定 さ れ て い る 路 線 の 道路 改 良 や 交 通 安 全 施 設 の 整備 を 進 め る と と も に 、  「 高萩 市 舗 装 修 繕 計 画 」 に 基 づき 、 効 率 的 ・ 効 果 的 な 道 路管 理 に 努 め る 。　　
◆ 中 心 市 街 地 の 活 性 化 に

つ い て　
ハ ー ド 面 、 ソ フ ト 面 の 両

面 か ら 検 討 を 進 め て い る 。

ハ ー ド 面 に 関 し て は 、 駅 前広 場 の 整 備 や 老 朽 化 が 進 む跨 線 橋 の 改 修 な ど を 含 め て総 合 的 に 検 討 を 進 め て いく 。 ソ フ ト 面 に お い て は 、中 心 市 街 地 の 活 性 化 に つ なが る 勉 強 会 や 外 部 専 門 員 との 意 見 交 換 な ど を 行 い な がら 、 機 運 醸 成 や 課 題 検 討 に取 り 組 む 。　　
◆ 地 域 医 療 対 策 に つ い て

　
地 域 医 療 体 制 確 保 と し

て 、 救 急 告 示 病 院 で あ る 公的 病 院 （ 県 北 医 療 セ ン タ ー高 萩 協 同 病 院 ） に 対 す る 公的 病 院 等 運 営 費 補 助 お よ び産 科 ・ 救 急 医 療 体 制 支 援 補助 を 行 う 。　
ま た 、 新 た な 医 師 確 保 対

策 と し て 、 市 内 病 院 に 常勤 す る 医 師 の 住 宅 取 得 費 用の 一 部 補 助 を 実 施 す る こ とで 、 市 内 病 院 の 医 師 雇 用促 進 を 図 り 、 安 定 し た 医 療体 制 の 確 保 、 市 民 生 活 の 安全 ・ 安 心 の 確 保 に 努 め て いき た い 。　　
◆ 建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー

ジ　
災 害 時 に 頼 り に な る の

は 、 や は り 地 元 建 設 業 者 の皆 さ ま 。 近 年 の 災 害 は 頻 発化 ・ 激 甚 化 し て お り 、 建 設業 の 皆 さ ま に 応 急 復 旧 活 動も 含 め て 迅 速 に 対 応 し て いた だ く こ と で 、 市 民 が 安 全で 安 心 で き る 暮 ら し が 守 られ て い る と 実 感 し て い る 。　
入 札 制 度 に つ い て は 、 地

元 建 設 業 界 の 皆 さ ま の 事 務を 効 率 化 す る た め 、 令 和 ３年 度 よ り 電 子 入 札 を 導 入 した 。 今 後 も 皆 さ ま の ご 意 見を 聞 き な が ら 、 公 平 な 入 札制 度 の 体 制 づ く り に 努 め てい く 。　
ま た 、 表 彰 制 度 は 、 さ ら

な る 施 工 技 術 向 上 、 品 質 確保 に つ な げ る た め 、 今 後 検討 し て い き た い 。

　
こ と し １ 月 に ２ 期 目 の 当 選 を 果 た し た 大 部 勝 規 高 萩 市 長 。 持 続 可 能 な ま ち づ

く り を 目 指 し て 、 こ れ ま で に 広 域 ご み 処 理 施 設 の 整 備 、 公 立 認 定 こ ど も 園 の 設立 、 新 た な 公 共 交 通 網 の 構 築 な ど に 取 り 組 ん で き た 。  「 市 民 の 豊 か な 生 活 実 現の た め に 」 全 力 を 尽 く す 大 部 市 長 に 、 ２ 期 目 の 抱 負 や 観 光 振 興 を は じ め と す る交 流 事 業 、 道 路 イ ン フ ラ の 整 備 な ど 、 今 後 の 事 業 展 望 に つ い て 聞 い た 。

社 会 資 本 整 備 を 通 し て 、 安 全 安 心 な 市 民 生 活 を 守 り ま す

持 続 可 能 な 地 域 づ く り を 推 進
～ 市 民 誰 も が 笑 顔 で 暮 ら せ る ま ち へ ～

花 貫 渓 谷 を 利 活 用 整 備

観 光 周 遊 ル ー ト 整 備 も

交 流 人 口 の 拡 大 図 る

代 表 者 　 影 　 山 　 嘉 　 一
高 萩 市 安 良 川  7 5 7 － 1

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 0 7 4 3

F A X 　 0 2 9 3 － 2 3 － 5 3 3 1

㈱ 利 光 工 務 店

代 表 者 　 杉 　 本 　 　 　 明
高 萩 市 安 良 川  9 1 5 － 4

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 3 7 1 1

F A X 　 0 2 9 3 － 2 4 － 8 1 5 5

日 興 建 設 ㈱

代 表 者 　 菜 　 花 　 一 　 志
高 萩 市 下 手 綱 鍋 田 1 4 6 0 － 3

T E L 　 0 2 9 3 － 2 2 － 2 8 9 6

F A X 　 0 2 9 3 － 2 2 － 5 9 4 8

㈱ ナ バ ナ 工 業

代 表 者 　 中 　 井 　 将 　 史
高 萩 市 高 萩  3 4 9 － 1

T E L 　 0 2 9 3 － 2 2 － 2 6 0 4

F A X 　 0 2 9 3 － 2 3 － 7 4 0 4

㈱ 中 井 工 務 店

代 表 者 　 中 　 野 　 　 　 章
高 萩 市 大 和 町  3 － 4

T E L 　 0 2 9 3 － 2 2 － 2 5 4 7

F A X 　 0 2 9 3 － 2 2 － 2 5 4 5

㈱ 根 本 組

代 表 者 　 仲 　 澤 　 孝 　 文
高 萩 市 有 明 町  2 － 9 5 － 3

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 5 5 7 7

F A X 　 0 2 9 4 － 2 1 － 6 3 1 8

鈴 縫 工 業 ㈱

代 表 者 　 海 老 沼 　 良 　 仁
高 萩 市 石 滝  6 3 0

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 2 0 1 4

F A X 　 0 2 9 3 － 2 4 － 4 2 1 0

㈲ 海 老 沼 造 園 土 木

代 表 者 　 大 　 高 　 洋 　 司
高 萩 市 安 良 川  1 2 3 2 － 4

T E L 　 0 2 9 3 － 2 4 － 4 2 8 8

F A X 　 0 2 9 3 － 2 4 － 4 3 6 3

大 洋 建 設 ㈲

代 表 者 　 小 　 川 　 光 　 利
日 立 市 東 多 賀 町  2 － 2 － 3

T E L 　 0 2 9 4 － 3 6 － 0 1 1 1

F A X 　 0 2 9 4 － 3 2 － 0 0 4 0

多 賀 土 木 ㈱

代 表 者 　 佐 久 間 　 広 　 仲
高 萩 市 有 明 町  2 － 5 9

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 2 4 8 1

F A X 　 0 2 9 4 － 3 9 － 6 7 5 1

㈲ 佐 久 間 工 業

代 表 者 　 鴨 志 田 　 　 　 智
高 萩 市 安 良 川 西 ノ 入 1 3 0 5 － 5

T E L 　 0 2 9 3 － 2 2 － 3 0 7 7

F A X 　 0 2 9 3 － 2 2 － 3 2 1 2

山 川 建 設 ㈱

代 表 者 　 鈴 　 木 　 輝 　 房
高 萩 市 高 戸  3 8 0 － 1

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 3 9 6 6

F A X 　 0 2 9 3 － 2 3 － 3 7 3 2

鈴 木 工 務 店 ㈱
代 表 者 　 弘 　 中 　 良 　 雄

高 萩 市 島 名  1 6 4 2 － 4

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 4 6 7 2

F A X 　 0 2 9 3 － 2 4 － 1 3 9 2

常 北 開 発 ㈱

代 表 者 　 鈴 　 木 　 一 　 彦
高 萩 市 下 手 綱  1 4 8 5

T E L 　 0 2 9 3 － 2 3 － 6 9 3 5

F A X 　 0 2 9 3 － 2 4 － 0 2 1 8

㈲ 山 喜 園

大 部 勝 規 （ お お ぶ ・ か つ の り ）

1 9 5 8 年 7 月 1 1 日 生 ま れ 。 6 3 歳 。 高 萩 市 立 東 小 学 校 、

同 秋 山 中 学 校 、 県 立 高 萩 高 等 学 校 、 駒 澤 大 学 法 学 部 を 卒

業 。 市 職 員 な ど を 経 て 、 2 0 1 8 年 に 初 当 選 。 市 職 員 時 代

は 秘 書 広 報 課 長 も 務 め た 。 趣 味 は ガ ー デ ニ ン グ や 渓 流 釣

り 。 座 右 の 銘 は 「 一 期 一 会 」 と 「 人 生 の 本 舞 台 は 常 に 将

来 に 在 り 」 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆


